
                                                              

- 1 - 

 

 

資料３ 

世界（民族）音楽の祭典 in浜松について 
 
１．開催理由・目的 

     (1) ユネスコ創造都市ネットワーク加盟申請書記載事業 

    浜松市として2016年に「世界民族音楽の祭典」を開催することを明記している。 
 
 
 
 
 

 

 

   (2) アジアからアフリカ、西洋など世界に視座を置いた浜松市楽器博物館の特徴を活かす 

    浜松市楽器博物館は、世界の様々な地域の楽器を通じて、「人間」「文化」を考えることを目

的に整備された施設であり、世界の楽器を偏りなく同じ目線で平等に展示紹介している。 

   (3) アジアにおける創造と交流の拠点を目指す 

    2014年に世界青少年音楽祭（8月開催済み）と静岡国際オペラコンクール（11月）、2015年
には浜松国際ピアノコンクール、2018 年にはアジア・太平洋吹奏楽指導者協会（APBDA）の大

会を浜松で開催する。 

   (4) 音楽を通じた異文化理解の促進 

    世界の共通言語である音楽の背景にある歴史・文化・風俗・生活様式など各国の民族性、地

域性にもスポットを当てた異文化理解を促進する。 

・ 

   ・ 

   ・ 

  ・ 
 
２．開催時期 

   (1) 開催時期 

    平成２８年度 

   (2) 開催期間 

    ○日間 
 
 

2016 年には、ユネスコの音楽創造都市として使命を果たすために、ルーツ・ミュージックを通じた音楽イ

ベントとなる「世界民族音楽の祭典in 浜松」を開催する。世界民族音楽の祭典の実現に当たっては、ユネスコ

音楽創造都市の加盟都市にも協力を仰ぐ。グローバルネットワークの時代だからこそローカルな文化の再生が

求められる中、世界民族音楽の祭典の第1 回目の開催テーマを“すべての民族は音楽を持っている”とし、民

族音楽・民族舞踊・民族衣装など地域固有の文化の再生が自らのルーツとアイデンティティを再認識する機会

となり、違いがあるからこそ他者を理解し合おうという国際平和の根源的なテーマについて音楽を通じて表現

していく。 

（ユネスコ創造都市ネットワーク加盟申請書P17 より抜粋）
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３．コンセプト 

    イメージ・キーワード 

    世界音楽  西洋音楽  邦楽  民族音楽  伝統芸能  音楽と舞踊   

電子音楽  音楽と楽器、生活文化  祭りと音楽 

  多様なジャンルの音楽のクロスオーバー 市民参加とワークショップ … 
 
 

 


